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日本最大級の環境展「エコプロダクツ 2010」（12月 9日～ 11日開催）に出展
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環境委員会は「グリーン購入ネットワーク」、「（財）日本環境協会」と共同出展。

テーマは「みんなが幸せになる商品選び～考えよう、買う前のこと、買っ

たあとのこと～」。商品の例として「コーヒー」と「携帯電話」を取り上

げ、コーヒーの栽培時の環境への影響や携帯電話の金属資源について紹介し

ました。私たちが購入したり利用したりしているものやサービスは、地球か

らの恵みと国内外の多くの労働によって生み出されているため、ものを大切

にし、商品の一生について考えようと呼びかけました。ブース内では「携帯

電話」や「レギュラーコーヒー」についてミニトークサロンを開催しました。

消費者教育委員会は、今年もエコプロダクツ展への高校生招致活動を行いました。

２校の高校生にNACS 会員が「環境に配慮した商品選び」、出展企業の方々が「企業の環境活動」について事前授

業を行いました。事前授業をふまえて、神奈川県立海老名高校は、毎年展示している「環境に関するテーマの調

べ学習」と、「エコ弁当」を展示。エコ弁当は、地産池消とフードマイレージという視点から企画し、高校生自

身が作ったもので、人気投票を実施しました。神田女学園高等学校は、「こんなエコ見つけました」をテーマに

身近なエコ対策を短冊に書き、ツリーに飾ったエコツリーを展示しました。

NACSはカーボン・オフセット監督委員会事務局を運営しています（環境委員会）
平成 21 年 4月より環境省が開始したカーボン・オフセット認証制度において、NACS は気候変動対策認証センター

（CCCJ）から監督委員会事務局を委託されました。北海道、東日本、中部、西日本、九州の５地区に委員会を設置し、

認証案件等に係る不正使用等の調査やステークホルダー等からの苦情、異議申し立ての受付を行うとともに、監督委

員会事務局の業務を請け負っています。

「環境教育リーダー育成講習会」を大阪で、カーボンフットプリント理解促進のための
「消費者向けワークショップ」を名古屋、福岡で開催（環境委員会）
経済産業省が行うカーボンフットプリント試行事業の一環として、みずほ情報総研株式会社より受託した環境教育リー

ダー育成会では、カーボンフットプリントを消費者にわかりやすく伝えていくために、カーボンフットプリント制度や

マークのついた商品の紹介、また、ラベルの付いた商品が選択されるための要件 について意見交換を行いました。消

費者向けワークショップでは、消費者として、カーボンフットプリントをどのように活用していくかについて一緒に考

えました。
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消費者志向経営エキスパート養成講座を開催
（消費者志向推進委員会）
企業のあらゆる場面で消費者志向を進める人材育成のためにこ

れからの消費者政策、消費者志向経営の進め方、企業の消費者

対応、これからの企業と消費者関係等々について 6日間 9講座、

5講演を行いました。参加企業 29 社、47 名。参加者から「こ

れからは消費者志向経営が重要であることを学んだ」「来年度も

継続的に講座を開催して欲しい」などの感想が寄せられました。

消費者教育テキスト「入門！消費者̶̶自立した「くらし」
をめざして̶̶」を作成（西日本支部）
自分で考えて行動する、「自立した消費者」となるためのテキストです。

西日本支部の自主研究会が、これまで蓄えてきた活動の成果を基に、作

成しました。皆様の仕事や生活の場で、活用していただければ幸いです。

安全・安心を考えるリスクの学習帖を作成
̶̶消費者庁からの委託事業
日常に使われている食品やモノに存在するリスクに気づき、理解し、

自立した生活者として安全への取り組みができるように「安全・安心

を考えるリスクの学習帖」を作成。若者、幼児、高齢者の年代ごとの

事例とその考え方を中心に展開しています。

リスクコミニュケーション講座を全国 20か所で開講の予定。講師向け

講座が 12月 9日開催されました。

高校生を対象とした製品安全教育テキストを作成
̶̶株式会社インターリスク総研の委託事業（経済産業省再委託）
製品事故は、使用している製品自体が原因で、また使用者の誤使用や不注意によって発生します。どのような事

故が発生しているのか、どうしたら事故を回避できるのか、安全な使用のために使用者にできることは何かを高

校生に考えてもらい、また、日本では製品事故の防止のための法制度はどうなっているかを学んでもらえるよう

に作成しました。全国の高等学校 10校で開く製品安全講座に先駆けて、12月 7日モデル事業が開催されました。

サギ商法なんでも 110番」を開催
（110番実行委員会）
11 月 6日（土）、7日（日）の二日間で実施。

相談件数は 233 件で、寄せられた相談のほとんどは、金融関連の

相談でした。その中でも、突出して多かったのが、「未公開株」「社

債」「匿名事業組合」などに関する相談。被害者は 60代以上の高

齢者に多く、全体の 7割を占め、契約金額も高額で、平均契約金

額は約680万円、最高額は1億 2千万円にのぼっています。なお、

110 番の報告書は 2011 年 1月に発行する予定です。


